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提出意見

「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法施行規則の一部を改正する省
令案等」に対する意見【Ｎｏ．２】

・該当箇所
「新たな出力制御システムの下での再生可能エネルギーの最大限導入」
全体について

・意見内容
将来の必要に備えて、遠隔制御システムの構築と並行し、国は広域的運営推進機関と同様、中立公正な
出力制御のルールやオペレーション体制を整備すべきです。

・理由
欧州の事例などをみても、再生可能エネルギーの導入が進めば、いずれの時期かに需給バランスに応じ
て機動的な出力抑制のオペレーションが必要になってくることは理解できます。
しかし、遠隔制御機器を利用したオペレーションを行うのであれば、その判断、運用の公正さを保証するた
めに、利益相反が発生しうる電力会社に一任すべきではありません。

熟練した天候予測などにリンクした精密な需要予測やデマンドレスポンス等を用いた需要調整、地域間連
系線の広域的調整や揚水発電・蓄電等による超過供給の吸収策活用の高度なスキル基準と、そのうえで
出力制御が必要になった場合、公正を期するための優先順位や適用ルールの策定とその遵守状況の監
査、是正体制が必要です。


